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蓬
左
文
庫
蔵
『
源
平
盛
衰
記
』
に
お
け
る
仮
名
の
用
法 

続
貂 

 

 

本
間 

啓
朗 

 
 
 

 

一
、
本
稿
の
目
的 

  

『
こ
と
ば
と
く
ら
し
』
第
二
五
号
に
発
表
し
た
前
稿
に
お
い
て
筆
者
は
、
夙
に
藤

原
定
家
書
写
資
料
に
指
摘
さ
れ
る
、
語
頭
や
行
頭
に
特
定
の
字
体
が
使
用
さ
れ
る
用

法
や
、
同
一
音
節
が
隣
接
し
た
際
に
同
一
字
体
の
使
用
を
避
け
る
用
法
が
蓬
左
文
庫

蔵
『
源
平
盛
衰
記
』（
以
下
、『
盛
衰
記
』）
の
一
部
音
節
に
看
取
さ
れ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
（
１
）
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
前
稿
に
お
い
て
報
告
し
た
デ
ー
タ
に
は
多
く
の
誤
り
が
存
し
た
。

誠
に
遅
き
に
失
し
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
に
つ
い
て
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
新
た
な
観
点
を
加
え
分
析
す
る
こ
と
に
伴
い
、
論
旨
に
つ
い

て
も
大
幅
に
加
除
・
訂
正
を
行
っ
た
。
い
わ
ば
、
改
訂
版
と
し
て
蓬
左
文
庫
蔵
『
源

平
盛
衰
記
』
に
お
け
る
仮
名
の
用
法
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
た
い
。 

 

二
、
研
究
の
方
法 

  

本
稿
に
お
け
る
調
査
範
囲
は
、
前
稿
同
様
、『
盛
衰
記
』
巻
一
～
巻
一
二
の
七
音

節
（『
オ
』『
カ
』『
ホ
』『
ム
』『
モ
』『
ヲ
』『
ン
』）
の
仮
名
字
体
を
調
査
・
分
析
対

象
と
し
た
（
２
）
。
右
の
範
囲
か
ら
抽
出
し
た
用
例
を
以
下
の
観
点
か
ら
分
析
を
行
う
。 

 

ａ
．
各
字
体
が
使
用
さ
れ
る
語 

ｂ
．
文
節
の
中
で
の
位
置
―
文
節
頭
・
文
節
中
・
文
節
末
― 

ｃ
．
語
の
中
で
の
位
置
―
語
頭
・
語
中
・
語
末
・
一
音
節
語
― 

ｄ
．
行
の
中
で
の
位
置
―
行
頭
・
行
中
・
行
末
― 

ｅ
．
同
一
音
節
が
隣
接
し
た
際
に
同
一
字
体
の
使
用
を
避
け
る
か 

ｆ
．
同
一
音
節
が
同
じ
行
に
存
す
る
際
に
同
一
字
体
の
使
用
を
避
け
る
か 

  

本
稿
で
は
は
じ
め
に
、
前
稿
に
お
け
る
右
の
ｂ
と
ｃ
の
分
析
に
つ
い
て
訂
正
を
行

う
。
次
に
、
ｂ
と
ｃ
で
は
説
明
で
き
な
い
例
に
つ
い
て
ｄ
～
ｆ
の
分
析
を
行
う
。 

 

な
お
、
各
字
体
の
分
類
基
準
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
字
母
の
別
に
よ
っ
て
分
類

し
た
。
ま
た
、
同
一
字
母
で
あ
っ
て
も
、
く
ず
し
の
程
度
や
点
の
有
無
に
よ
っ
て
字

形
が
異
な
る
、
と
判
断
し
た
も
の
は
別
の
字
体
と
し
て
扱
っ
た
。 

各
字
体
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
現
行
の
平
仮
名
に
最
も
近
い
と
判
断
し
た

字
体
は
現
行
の
平
仮
名
で
表
記
し
、
そ
れ
以
外
の
字
体
は
字
母
の
漢
字
で
表
記
し
て

「 
」
に
包
ん
だ
。
ま
た
同
一
字
母
の
字
体
が
複
数
存
す
る
場
合
は
、
総
用
例
数
の

多
い
順
に
番
号
を
付
し
た
。
さ
ら
に
、
各
音
節
を
表
記
す
る
際
に
は
、
片
仮
名
表
記

で
『 

』
を
付
す
こ
と
と
し
た
。 



音節 字体 語頭 語中 語末 一音節語 計

お 533 23 556

於 164 41 205

可 1259 2174 429 759 4621

か 245 109 14 9 377

閑 1 1 2

本 106 288 15 409

ほ 7 16 1 24

ム む 146 69 101 38 354

毛① 1 20 855 838 1714

も 9 20 343 612 984

毛② 209 138 57 79 483

毛③ 54 17 23 75 169

を 434 31 4 3146 3615

遠 195 21 2 569 787

越 9 47 44 76 176

ン ん 8 78 265 558 909

ヲ

オ

カ

ホ

モ

表１．各字体における「語の中での位置」

　　　ごとの用例数と各字体の総用例数

音節 字体 語頭 語中 語末 一音節語

お 95.9% 4.1%

於 80.0% 20.0%

可 27.2% 47.0% 9.3% 16.4%

か 65.0% 28.9% 3.7% 2.4%

閑 50.0% 50.0%

本 25.9% 70.4% 3.7%

ほ 29.2% 66.7% 4.2%

ム む 41.2% 19.5% 28.5% 10.7%

毛① 0.1% 1.2% 49.9% 48.9%

も 0.9% 2.0% 34.9% 62.2%

毛② 43.3% 28.6% 11.8% 16.4%

毛③ 32.0% 10.1% 13.6% 44.4%

を 12.0% 0.9% 0.1% 87.0%

遠 24.8% 2.7% 0.3% 72.3%

越 5.1% 26.7% 25.0% 43.2%

ン ん 0.9% 8.6% 29.2% 61.4%

オ

カ

ホ

モ

表２．各字体における

「語の中での位置」ごとの使用率

ヲ

 
三
、
分
節
機
能
に
関
わ
る
仮
名
の
用
法
再
考 

  

仮
名
字
体
の
使
い
分
け
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
は
、
自
立
語
と
付
属
語
や
語

頭
・
非
語
頭
と
で
字
体
を
使
い
分
け
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

語
頭
に
特
定
の
字
体
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
語
や
文
の
分
節
を
示
す
機
能
が
存
す
る

も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
（
３
）
。 

  
 

１
．「
語
の
中
で
の
位
置
」
に
よ
る
仮
名
字
体
の
使
い
分
け 

  

前
稿
で
は
、
抽
出
し
た
用
例
を
語
頭
・
語
中
・
語
末
に
分
類
し
て
分
析
を
行
っ
た
。

し
か
し
、『
カ
』
の
用
例
に
大
き
な
誤
り
が
あ
っ
た
た
め
、
訂
正
し
た
も
の
を
以
下

〈
表
１
〉〈
表
２
〉
に
示
す
。〈
表
１
〉
は
、
各
字
体
の
総
用
例
数
と
各
分
類
項
目
（
語

頭
・
語
中
・
語
末
・
一
音
節
語
）
の
用
例
数
、〈
表
２
〉
は
、
各
字
体
に
お
け
る
総
用

例
数
に
対
す
る
各
分
類
項
目
の
用
例
数
の
割
合
を
パ
ー
セ
ン
ト
で
表
示
し
、
使
用
率 

           

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、『
カ
』『
モ
』『
ヲ
』
で
は
、『
モ
ヤ
』『
ニ
モ
』『
ヲ
カ
』『
ヲ
モ
』『
ヲ
バ
』 

な
ど
の
連
語
を
認
め
る
こ
と
に
伴
い
、
語
頭
・
語
末
の
用
例
数
を
変
更
し
た
。
さ
ら

に
本
稿
で
は
、
前
稿
で
示
し
て
い
な
い
一
音
節
語
の
用
例
に
つ
い
て
も
併
せ
て
示
す

こ
と
と
し
た
。
な
お
、
一
音
節
語
の
用
例
は
「
ほ
」
以
外
総
て
助
詞
で
あ
る
（
以
降

助
詞
と
表
記
す
る
際
は
、
一
音
節
語
の
助
詞
を
指
す
）。
ま
た
、『
ム
』『
ン
』
は
字

体
が
一
種
、『
カ
』
の
「
閑
」
は
用
例
が
寡
少
の
た
め
、
考
察
対
象
か
ら
除
外
す
る
。 

 

前
稿
で
の
主
な
論
旨
を
確
認
す
る
。
前
稿
で
は
、
各
音
節
の
中
で
最
も
用
例
数
の

多
い
字
体
を
基
本
字
体
、
そ
れ
以
外
を
補
助
字
体
と
し
、
語
頭
・
語
中
・
語
末
ご
と

に
用
例
数
・
使
用
率
を
分
析
し
た
（
４
）
。 

調
査
対
象
の
う
ち
、『
カ
』『
ホ
』『
モ
』『
ヲ
』
で
は
、
補
助
字
体
「
か
」「
ほ
」

「
も
」「
毛
②
」「
毛
③
」「
遠
」
に
お
け
る
文
節
頭
・
語
頭
の
使
用
率
が
、
基
本
字
体

の
使
用
率
に
勝
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
補
助
字
体
は
語
や
文
の
始
ま
り
を
示
す
有
標

の
字
体
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。
一
方
基
本
字
体
「
可
」「
毛
①
」「
を
」
は
、

文
節
末
の
使
用
率
が
補
助
字
体
の
使
用
率
を
上
回
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
「
毛
①
」 

          



は
、
語
頭
に
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
語
や
文
の
終
わ
り
を
示
す
有
標
の
字
体
で

あ
る
と
し
た
（
用
例
を
見
直
し
た
結
果
、「
毛
①
」
の
語
頭
の
例
が
一
例
看
取
さ
れ

た
こ
と
を
報
告
し
て
お
く
）。 

 

こ
れ
ら
の
傾
向
を
基
に
、『
ト
モ
カ
ク
モ
』『
ト
ニ
モ
カ
ク
ニ
モ
』
な
ど
の
語
に
お

け
る
分
節
の
意
識
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
当
該
語
で
は
『
ト
「
毛
①
」「
か
」

ク
モ
』
の
如
く
、
語
や
文
の
終
わ
り
を
示
す
字
体
と
始
ま
り
を
示
す
字
体
と
が
連
続

し
て
使
用
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、『
ト
モ
』
と
『
カ
ク
モ
』
の
間
に
語
の
切
れ
目
が
意

識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
論
で
あ
っ
た
。 

先
に
述
べ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
改
め
て
〈
表
１
〉〈
表
２
〉
を
確
認
す
る
。 

語
頭
に
特
定
の
字
体
が
使
用
さ
れ
る
、
と
い
う
先
入
観
を
捨
て
て
〈
表
１
〉〈
表

２
〉
を
概
観
す
る
な
ら
ば
、
前
述
の
「
ほ
」「
も
」「
毛
③
」「
遠
」
が
語
の
始
ま
り
を

示
す
有
標
の
字
体
で
あ
る
と
い
う
見
解
は
改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

第
一
に
「
ほ
」「
も
」
は
、「
本
」「
毛
①
」
と
総
用
例
数
に
大
差
が
存
す
る
も
の

の
、
使
用
率
で
は
「
語
の
中
で
の
位
置
」
に
お
け
る
使
用
傾
向
に
大
き
な
違
い
は
認

め
ら
れ
な
い
。「
ほ
」
は
、
語
頭
・
語
中
と
も
に
使
用
率
が
「
本
」
と
僅
差
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
語
頭
の
使
用
率
の
差
を
も
っ
て
、「
ほ
」
が
語
の
始
ま
り
を
示
す
有
標
の

字
体
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、「
も
」
は
語
末
・
助
詞
に
多
用
さ
れ
て
い

る
。
や
は
り
語
の
始
ま
り
を
示
す
有
標
の
字
体
と
は
言
え
な
い
。 

 

次
に
「
毛
③
」
は
、
語
頭
・
語
中
・
語
末
だ
け
で
見
れ
ば
、
語
頭
に
多
用
さ
れ
る

字
体
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
も
用
例
数
が
多
い
の
は
助
詞
で
あ
る
。
同
様
の
傾
向
は

「
遠
」
に
も
言
え
る
。
こ
れ
ら
の
字
体
は
助
詞
に
多
用
さ
れ
る
た
め
、
語
の
始
ま
り

を
示
す
有
標
の
字
体
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
前
稿
に
お
い
て
「
ほ
」「
も
」「
毛
③
」「
遠
」
を
語
の
始
ま
り

を
示
す
有
標
の
字
体
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
撤
回
す
る
。 

 

一
方
「
か
」「
毛
②
」
は
、
語
頭
を
示
す
有
標
の
字
体
で
あ
る
と
再
確
認
さ
れ
る
。 

 

「
か
」
は
〈
表
２
〉
の
如
く
、
語
頭
の
使
用
率
が
最
も
高
い
た
め
、「
か
」
が
語
頭

で
多
用
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
よ
っ
て
、「
か
」
は
語
の
始
ま
り
を
示
す
有
標
の

字
体
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
「
毛
②
」
は
、
語
頭
の
使
用
率
が
半
数
に
満
た
な
い
も
の
の
、
使
用
率
が
最

も
高
い
の
は
語
頭
で
あ
り
、
当
該
音
節
の
中
で
語
頭
に
最
も
多
用
さ
れ
る
字
体
は

「
毛
②
」
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
毛
②
」
は
語
頭
を
示
す
有
標
の
字
体
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。 

た
だ
し
、「
毛
②
」
は
語
頭
以
外
に
語
中
で
多
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
前
稿
に
お
い
て
字
形
と
い
う
観
点
か
ら
説
明
を
行
っ
た
。「
毛
②
」
は
、

上
か
ら
も
下
へ
も
書
き
や
す
い
字
形
で
あ
る
た
め
、
語
中
に
使
用
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
前
稿
に
示
し
た
『
モ
』
に
お
け
る
各
字
体
の
用
例
を
再

掲
す
る
。 

「
毛
①
」

「
も
」

「
毛
②
」

「
毛
③
」

 

 

右
の
各
字
体
の
運
筆
を
見
る
と
、「
毛
②
」
は
筆
を
下
へ
降
ろ
し
、
一
旦
反
し
た

後
左
下
へ
と
払
っ
て
い
る
。
同
様
の
運
筆
は
、「
も
」
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
も

存
す
る
が
、
通
常
右
の
如
く
払
い
切
ら
ず
止
め
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、

「
毛
①
」「
毛
③
」
は
最
終
的
に
右
に
払
う
の
が
通
常
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
上
か
ら
下
へ
と
書
き
続
け
や
す
い
字
形
、
と
い
う
実
用
的
な
要
因

に
よ
っ
て
、
語
中
で
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

 
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
毛
②
」
は
、
や
は
り
語
頭
を
示
す
有
標
の
字
体
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
語
頭
に
特
定
の
字
体
を
使
用
す
る
こ
と
は
、

他
の
文
献
に
お
い
て
も
、
多
く
「
か
」
や
「
志
」
を
使
用
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
る
（
５
）
。
が
、『
盛
衰
記
』
の
如
く
、『
モ
』
に
お
い
て
語
頭
に
特
定
の
字
体
が
使

用
さ
れ
る
こ
と
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。 



音節 字体 文節頭 文節中 文節末 計

お 533 23 556

於 164 41 205

可 1138 2649 834 4621

か 229 145 3 377

閑 1 1 2

本 106 287 15 409

ほ 8 16 24

ム む 145 136 73 354

毛① 41 1668 1714

も 8 48 929 984

毛② 184 208 88 483

毛③ 54 18 97 169

を 70 298 3244 3615

遠 144 77 564 787

越 56 117 176

ン ん 541 363 909

オ

カ

ホ

モ

ヲ

 表３．各字体における「文節の中での位置」

　　　 ごとの用例数と総用例数

 
『
盛
衰
記
』
に
お
け
る
「
毛
②
」
の
傾
向
か
ら
は
、
他
の
資
料
に
指
摘
さ
れ
て
い

な
い
傾
向
が
看
取
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
同
様
の
傾
向
が
他
の
資
料
に
も
見
ら
れ
る

か
、
調
査
を
拡
げ
る
必
要
が
あ
る
。 

 

ま
た
、
語
頭
に
特
定
の
字
体
が
使
用
さ
れ
る
際
に
は
、「
か
」
と
「
可
」、「
志
」
と

「
し
」
の
よ
う
に
、
多
く
は
字
母
の
異
な
る
字
体
が
存
す
る
。『
盛
衰
記
』
に
お
け

る
『
モ
』
で
は
、
同
一
字
母
の
字
体
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。 

 

上
記
以
外
の
字
体
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
が
で
き
る
。 

 

先
ず
「
お
」
と
「
於
」
に
つ
い
て
は
、
語
頭
で
の
使
用
が
最
も
多
く
、
次
い
で
語

中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
傾
向
が
類
似
し
て
い
る
。
使
用
傾
向
に
大
差
は

な
い
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
字
体
に
「
語
の
中
で
の
位
置
」

に
お
け
る
使
用
傾
向
の
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
。 

 

次
に
、「
越
」
の
使
用
傾
向
に
つ
い
て
確
認
す
る
。「
越
」
は
、
前
稿
で
指
摘
し
た

よ
う
に
『
ナ
ヲ
（
猶
）』『
タ
ヲ
ス
（
倒
）』『
タ
ヲ
ル
（
倒
）』『
ト
ヲ
ス
（
通
）』『
ト

ヲ
ル
（
通
）』『
ナ
ヲ
ス
（
直
）』『
ナ
ヲ
ル
（
直
）』『
ナ
ヲ
シ
（
直
衣
）』『
ナ
ヲ
サ
リ

（
等
閑
）』『
イ
ト
ヲ
シ
』『
イ
キ
ト
ヲ
リ
（
憤
）』
な
ど
の
語
に
使
用
さ
れ
る
字
体
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
語
に
他
の
字
体
が
使
用
さ
れ
る
用
例
数
は
寡
少
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
こ
れ
ら
特
定
の
語
に
「
越
」
を
使
用
し
て
い
た
と
解
釈
さ
れ
る
（
６
）
。 

 

と
は
い
え
、「
越
」
が
最
も
使
用
さ
れ
る
語
は
助
詞
で
あ
る
。
補
助
字
体
が
助
詞

に
多
用
さ
れ
る
傾
向
は
、「
も
」「
毛
③
」「
遠
」
と
同
様
の
傾
向
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
同
一
条
件
下
に
お
い
て
複
数
の
字
体
が
併
存
す
る
理
由
は
何
か
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
次
節
「
視
覚
的
変
化
に
関
す
る
用
法
」
に
お
い
て
後
述
す
る
。 

 

こ
こ
ま
で
、「
語
の
中
で
の
位
置
」
に
よ
る
字
体
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
再
考
し

た
。 し

か
し
な
が
ら
、
上
記
の
分
類
に
は
自
立
語
と
付
属
語
と
が
混
在
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
文
節
を
単
位
と
し
た
際
に
、
同
じ
語
頭
の
用
例
で
あ
っ
て
も
文
節
頭
の

用
例
と
文
節
中
の
用
例
が
混
在
す
る
。
よ
っ
て
、
語
の
始
ま
り
に
多
用
さ
れ
る
の
か
、

文
の
始
ま
り
に
多
用
さ
れ
る
の
か
を
判
別
で
き
な
い
問
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
前
稿
で

は
、
文
節
頭
・
文
節
中
・
文
節
末
に
分
類
し
分
析
を
行
っ
た
（
７
）
。 

  
 

２
．「
文
節
の
中
で
の
位
置
」
に
よ
る
仮
名
字
体
の
使
い
分
け 

 

本
稿
に
お
い
て
も
、
前
述
の
如
く
、
各
字
体
の
用
例
を
文
節
頭
・
文
節
中
・
文
節

末
に
分
類
し
て
検
討
を
行
う
。
以
下
、「
三
、
１
」
と
同
様
、『
カ
』
な
ど
に
つ
い
て

訂
正
し
た
表
を
示
す
。 

〈
表
３
〉
は
、
各
字
体
の
総
用
例
数
と
各
分
類
項
目
（
文
節
頭
・
文
節
中
・
文
節
末
）

の
用
例
数
、〈
表
４
〉
は
、
各
字
体
に
お
け
る
総
用
例
数
に
対
す
る
各
分
類
項
目
の

用
例
数
の
割
合
を
パ
ー
セ
ン
ト
で
表
示
し
、
使
用
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

             



音節 字体 文節頭 文節中 文節末

お 95.9% 4.1%

於 80.0% 20.0%

可 24.6% 57.3% 18.0%

か 60.7% 38.5% 0.8%

閑 50.0% 50.0%

本 25.9% 70.2% 3.7%

ほ 33.3% 66.7%

ム む 41.0% 38.4% 20.6%

毛① 2.4% 97.3%

も 0.8% 4.9% 94.4%

毛② 38.1% 43.1% 18.2%

毛③ 32.0% 10.7% 57.4%

を 1.9% 8.2% 89.7%

遠 18.3% 9.8% 71.7%

越 31.8% 66.5%

ン ん 59.5% 39.9%

ヲ

表４．各字体における

「文節の中での位置」ごとの使用率

オ

カ

ホ

モ

            

は
じ
め
に
、
全
体
的
に
使
用
傾
向
が
類
似
す
る
字
体
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 

 

〈
表
３
〉〈
表
４
〉
を
見
る
と
、『
オ
』
と
『
ホ
』
の
各
字
体
は
文
節
頭
・
文
節
中

に
お
け
る
使
用
率
に
大
差
は
な
い
。「
三
、
１
」
同
様
、
こ
れ
ら
の
字
体
に
使
用
傾

向
の
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
音
節
に
お
い
て
「
語
の
中
で
の

位
置
」「
文
節
中
の
中
で
の
位
置
」
に
よ
る
使
い
分
け
は
な
い
と
考
え
る
。 

 

次
に
、「
三
、
１
」
に
お
い
て
語
頭
を
示
す
有
標
の
字
体
と
し
た
、「
か
」「
毛
②
」

に
つ
い
て
確
認
す
る
。 

 

「
か
」
は
文
節
頭
で
多
用
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
自
立
語
・
付
属
語
に
関
わ
ら

ず
語
頭
に
使
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
立
語
の
語
頭
に
多
用
さ
れ
る
こ
と
が
分
か

る
。
し
た
が
っ
て
、「
か
」
は
語
や
文
の
始
ま
り
を
示
す
有
標
の
字
体
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
「
毛
②
」
は
、『
モ
』
の
中
で
文
節
頭
の
用
例
数
・
使
用
率
が
最
も
高
い
数

値
を
示
す
。「
毛
②
」
も
ま
た
、
語
や
文
の
始
ま
り
を
示
す
機
能
を
有
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。 

 

上
記
以
外
の
字
体
に
つ
い
て
使
用
傾
向
を
確
認
す
る
。
字
体
ご
と
に
使
用
状
況
が

異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
字
体
ご
と
に
分
析
し
て
い
く
。 

 

は
じ
め
に
、「
も
」
は
殆
ど
文
節
末
に
使
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、「
毛
①
」
と
類
似

す
る
傾
向
で
あ
る
。
こ
れ
ら
「
毛
①
」
と
「
も
」
の
用
例
は
、
語
末
や
助
詞
、
文
節

末
に
集
中
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
語
や
文
の
終
わ
り
を
示
す
有
標
の
字

体
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
８
）
。 

 

次
に
、「
毛
③
」
の
使
用
傾
向
を
確
認
す
る
。「
毛
③
」
は
文
節
頭
の
使
用
率
に
お

い
て
、「
毛
②
」
に
匹
敵
す
る
数
値
を
示
す
も
の
の
、「
毛
③
」
が
最
も
多
用
さ
れ
る

の
は
文
節
末
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、「
毛
①
」
と
類
似
す
る
傾
向
が
存
す
る
と
言

え
る
。
よ
っ
て
、「
毛
③
」
が
語
や
文
の
始
ま
り
を
示
す
有
標
の
字
体
で
あ
る
と
は

言
い
難
い
。 

 

ま
た
「
遠
」
は
、『
ヲ
』
の
文
節
頭
の
用
例
数
を
見
る
と
、「
を
」
六
九
例
、「
遠
」

一
四
二
例
、
と
基
本
字
体
の
ほ
ぼ
倍
の
用
例
数
が
存
し
、
文
節
頭
で
多
用
さ
れ
る
字

体
に
見
え
る
。
し
か
し
、
文
節
末
に
多
用
さ
れ
る
点
で
、「
を
」
と
傾
向
が
類
似
す

る
。
よ
っ
て
、「
遠
」
も
語
や
文
の
始
ま
り
を
示
す
有
標
の
字
体
で
あ
る
と
は
言
え

な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

そ
し
て
「
越
」
は
、「
三
、
１
」
に
お
い
て
特
定
の
語
に
使
用
さ
れ
る
字
体
と
い

う
点
が
「
を
」
と
異
な
る
傾
向
を
示
す
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
文
節
末
に
多

用
さ
れ
る
点
で
、「
を
」「
遠
」
と
傾
向
が
類
似
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
文
節
末

で
多
用
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
は
上
記
の
「
も
」「
毛
③
」
に
も
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら

の
字
体
が
、
基
本
字
体
と
同
様
に
文
節
末
と
い
う
同
一
条
件
下
で
併
存
す
る
理
由
に

つ
い
て
は
、
次
節
に
後
述
す
る
。 

 

こ
れ
ま
で
の
分
析
を
基
に
、
前
稿
の
考
察
を
再
考
す
る
。 

 

第
一
に
、「
ほ
」「
も
」
は
全
体
的
に
基
本
字
体
と
使
用
傾
向
が
類
似
し
て
お
り
、

基
本
字
体
「
本
」「
毛
①
」・
補
助
字
体
「
ほ
」「
も
」
と
も
に
語
頭
に
多
用
さ
れ
る
わ



け
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、「
ほ
」「
も
」
は
語
や
文
を
示
す
有
標
の
字
体
で
は
な
い
。 

 
第
二
に
、「
毛
③
」「
遠
」
は
文
節
頭
に
多
用
さ
れ
る
傾
向
が
存
す
る
も
の
の
、
最

も
多
用
さ
れ
る
の
は
助
詞
や
文
節
末
で
の
使
用
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
基
本
字
体
と
類

似
す
る
傾
向
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
字
体
に
語
頭
を
示
す
有
標
の
機
能
が
存

し
て
い
た
と
は
断
定
し
難
い
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
前
稿
に
お
い
て
語
や
文
の
始
ま
り
を
示
す
有
標
の
字
体
と

し
た
「
ほ
」「
も
」「
毛
③
」「
遠
」
は
、
そ
う
し
た
機
能
を
持
た
な
い
と
見
解
を
改
め

る
（
９
）
。 

 

一
方
「
か
」「
毛
②
」
に
つ
い
て
は
、
語
頭
や
文
節
頭
に
多
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

や
は
り
語
や
文
の
始
ま
り
を
示
す
有
標
の
字
体
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。
ま

た
「
毛
①
」
は
、
語
末
・
助
詞
・
文
節
末
に
多
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
語
や
文
の
終

わ
り
を
示
す
有
標
の
字
体
で
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
前
稿
に
お
い
て
検
討
を
行
っ
た
『
ト
モ
カ
ク
モ
』
な
ど
の
語
に
お

い
て
、『
ト
モ
』
と
『
カ
ク
モ
』
の
間
に
意
味
の
句
切
れ
を
意
識
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
推
測
に
つ
い
て
は
首
肯
で
き
る
。 

 

こ
こ
ま
で
前
稿
で
述
べ
た
内
容
を
訂
正
し
つ
つ
、『
盛
衰
記
』
に
お
け
る
字
体
の

使
用
傾
向
に
つ
い
て
再
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
部
の
字
体
で
は
、
文
節
頭
・

語
頭
に
多
用
さ
れ
る
傾
向
や
語
末
・
助
詞
・
文
節
末
に
多
用
さ
れ
る
傾
向
が
存
す
る

こ
と
が
再
確
認
で
き
た
。 

 

し
か
し
、「
毛
③
」「
遠
」
で
は
、
基
本
字
体
よ
り
も
文
節
頭
・
語
頭
に
多
用
さ
れ

る
と
い
う
傾
向
を
示
す
も
の
の
、
最
も
多
用
さ
れ
る
の
は
助
詞
や
文
節
末
で
あ
っ
た
。 

ま
た
「
越
」
は
、
特
定
の
語
に
使
用
さ
れ
る
点
で
基
本
字
体
と
傾
向
が
異
な
る
が
、

や
は
り
助
詞
や
文
節
末
で
多
用
さ
れ
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
も
」
は
、

助
詞
や
文
節
末
に
用
例
が
集
中
し
、「
毛
①
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
を
示
す
。 

 

頻
用
さ
れ
る
助
詞
に
は
、
書
写
者
が
主
に
使
用
す
る
基
本
字
体
を
使
用
す
れ
ば
充

足
す
る
は
ず
だ
が
、
補
助
字
体
を
使
用
す
る
の
は
何
故
か
。 

 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
節
に
お
い
て
検
討
を
行
う
。 

  

四
、
視
覚
的
変
化
に
関
す
る
用
法
再
考 

  

先
行
研
究
で
は
、
行
頭
に
特
定
の
字
体
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
や
、
同
一
音
節
が
隣

接
し
た
際
に
同
一
字
体
の
使
用
を
避
け
る
、
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

小
松
英
雄
氏
に
依
れ
ば
「
一
つ
の
語
が
行
末
／
行
頭
に
分
か
れ
る
場
合
に
ハ
イ
フ

ン
と
同
じ
機
能
で
」
使
用
さ
れ
る
と
か
「
目
移
り
に
よ
る
ト
バ
シ
や
重
複
の
可
能
性

を
封
じ
る
」
な
ど
、
視
覚
的
変
化
を
与
え
る
目
的
で
特
定
の
字
体
が
使
用
さ
れ
る
よ

う
で
あ
る
（
10
）
。 

 

本
節
で
は
、「
も
」「
毛
③
」「
遠
」「
越
」
が
助
詞
で
使
用
さ
れ
る
場
合
、
先
に
述

べ
た
よ
う
な
状
況
で
使
用
さ
れ
る
か
検
討
を
行
う
。 

  
 

１
．
行
頭
の
場
合 

 

各
字
体
の
助
詞
の
用
例
数
は
、「
も
」
六
一
三
例
、「
毛
③
」
七
五
例
、「
遠
」
五

六
九
例
、「
越
」
七
六
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
行
頭
で
の
使
用
は
「
も
」
四
六

例
、「
毛
③
」
三
二
例
、「
遠
」
九
九
例
、「
越
」
〇
例
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
基
本
字
体
「
毛
①
」「
を
」
の
行
頭
の
用
例
数
を
確
認
す
る
と
、「
毛
①
」
〇

例
、「
を
」
七
五
例
で
あ
り
、「
毛
①
」
は
行
頭
に
全
く
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
分
か

る
。
以
下
に
「
毛
①
」「
毛
③
」
の
用
例
を
示
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（『
盛
衰
記
』
巻
九
、
八
丁
・
ウ
・
６
行
目
） 



 
右
の
如
く
、
同
じ
助
詞
に
お
け
る
使
用
で
あ
っ
て
も
、
行
頭
に
は
上
の
傍
線
部

「
毛
③
」、
行
末
に
は
下
の
傍
線
部
「
毛
①
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
る
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
も
」
や
「
毛
③
」
は
、
行
頭
で
あ
る
た
め
「
毛
①
」
の

代
わ
り
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
存
す
る
。
一
方
「
遠
」
は
、「
を
」
も
行
頭
で
使

用
さ
れ
る
た
め
、
行
頭
で
あ
る
た
め
に
「
遠
」
を
使
用
し
た
と
は
言
い
難
い
。 

  
 

２
．
同
一
音
節
が
隣
接
す
る
場
合 

  

次
に
、「
も
」「
毛
③
」「
遠
」「
越
」
が
助
詞
に
使
用
さ
れ
る
際
は
、
同
一
音
節
に

お
け
る
他
の
字
体
が
隣
接
し
て
い
る
か
を
確
認
し
た
。
以
下
に
用
例
を
示
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（『
盛
衰
記
』
巻
一
一
、
三
丁
・
ウ
・
５
～
６
行
目
） 

  

前
掲
の
例
の
傍
線
を
付
し
た
箇
所
で
は
右
の
行
の
「
毛
①
」
が
存
す
る
た
め
に
、

左
の
行
の
「
毛
③
」
を
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
に
該
当
す
る
も

の
が
存
す
る
か
検
討
を
行
っ
た
。 

 

そ
の
結
果
、「
も
」
四
八
例
、「
毛
③
」
四
例
、「
遠
」
一
三
三
例
「
越
」
三
一
例
が

同
一
音
節
の
他
の
字
体
が
隣
接
し
た
箇
所
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
用
例
は
通
常
助
詞
に
使
用
す
る
「
毛
①
」「
を
」
の
代
わ
り
に
使
用
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

 
 

３
．
同
一
音
節
が
同
じ
行
に
存
す
る
場
合 

  

『
盛
衰
記
』
に
は
、
同
じ
行
に
お
い
て
、
比
較
的
近
い
位
置
に
同
一
音
節
の
他
の

字
体
が
既
に
使
用
さ
れ
る
際
、
別
の
字
体
を
使
用
す
る
こ
と
が
あ
る
（
11
）
。
こ
の
よ

う
な
条
件
に
、
助
詞
で
使
用
さ
れ
る
「
も
」「
毛
③
」「
遠
」「
越
」
が
該
当
す
る
か
確

認
し
た
。
前
稿
に
お
い
て
示
し
た
用
例
を
再
掲
す
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

（『
盛
衰
記
』
巻
一
一
、
二
五
丁
・
ウ
・
９
～
10
行
目
） 

  

右
の
傍
線
を
付
し
た
箇
所
で
は
、
上
か
ら
「
を
」「
遠
」「
越
」
の
順
に
別
の
字
体

が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
例
に
該
当
す
る
も
の
が
存
す
る

か
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、「
も
」
七
九
例
、「
毛
③
」
九
例
、「
遠
」
二
四
例
、「
越
」

七
例
が
該
当
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を
併
せ
る
（「
遠
」
に
お
け
る
行
頭
の
例
は
除
外
す
る
）

と
、「
も
」
六
一
三
例
中
一
七
三
例
、「
毛
③
」
七
五
例
中
四
三
例
、「
遠
」
五
六
九
例

中
二
五
七
例
、「
越
」
七
六
例
中
三
八
例
が
、
前
述
の
条
件
下
に
お
い
て
助
詞
に
使

用
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 
し
か
し
な
が
ら
、
総
て
の
例
を
説
明
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 

こ
れ
ま
で
、
助
詞
と
い
う
同
一
条
件
下
に
お
い
て
複
数
の
字
体
が
併
存
す
る
要
因

は
何
か
、
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
た
。 

一
部
の
用
例
は
、
先
行
研
究
に
指
摘
さ
れ
る
用
法
で
説
明
が
で
き
る
。
し
か
し
、



行
頭
や
同
一
音
節
と
隣
接
す
る
、
と
い
う
条
件
で
は
説
明
で
き
な
い
例
が
多
く
残
る
。

と
す
る
な
ら
ば
、
分
節
機
能
や
視
覚
的
変
化
に
関
わ
ら
な
い
と
し
て
も
複
数
の
字
体

を
使
用
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
て
い
た
、
と
考
え
る
方
が
実
態
に
即
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。 

矢
田
勉
氏
は
『
国
語
文
字
・
表
記
史
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
に

お
い
て
、
複
数
の
字
体
が
併
存
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
に
指
摘
さ
れ
た
機

能
的
な
字
体
の
使
い
分
け
を
ま
と
め
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
（
12
）
。 

 

（
前
略
）
字
体
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
多
く
て
も
ソ
・
ナ
等
で
は
異
体
仮
名
の

機
能
的
使
い
分
け
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。（
中
略
）
カ
や
シ
の
よ
う

に
慣
用
度
の
高
い
字
体
を
複
数
有
し
て
い
る
こ
と
が
、
異
体
仮
名
の
機
能
的

使
い
分
け
に
関
し
て
は
成
立
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
こ
か
ら
、
異
体
仮
名
の
併
用
と
い
う
こ
と
自
体
が
そ
の
使
い
分
け
の
機

能
的
利
用
か
ら
要
請
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
到
底
言
え
な
い
こ
と

が
結
論
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
異
体
仮
名
の
機
能
が
後
付
け
的

に
異
体
仮
名
の
併
存
に
意
味
を
与
え
て
い
た
、
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
当
時

の
人
々
に
異
体
仮
名
併
存
の
書
記
シ
ス
テ
ム
を
合
理
的
な
も
の
と
「
意
識
」
さ

せ
る
と
い
う
点
で
は
一
役
買
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
は
検
討
に
値
す
る
仮

説
で
あ
る
。 

  

こ
う
し
た
仮
説
が
実
態
と
し
て
あ
る
な
ら
ば
、『
盛
衰
記
』
に
お
い
て
機
能
的
な

使
い
分
け
が
行
わ
れ
な
い
音
節
に
複
数
の
字
体
が
併
存
す
る
こ
と
に
は
、
特
に
拘
泥

す
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
機
能
的
使
い
分
け
が
な
く
と
も
、
複
数
の
字
体
が
使
用
さ
れ
る

こ
と
が
許
容
さ
れ
て
い
た
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
字
体
は
何
に
依
っ
て
選
択
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
追
及
し
て
い
く
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
の
問
題
を
解
く
手
立
て
を
持
ち
合
せ
て
い
な
い
た
め
今
後
の
課
題
と
す
る
。 

  

五
、
ま
と
め
と
今
後
の
課
題 

  

本
稿
で
は
、
前
稿
に
お
け
る
デ
ー
タ
と
論
旨
の
訂
正
を
行
い
、『
盛
衰
記
』
に
お

け
る
仮
名
の
用
法
の
実
態
に
つ
い
て
再
考
し
た
。 

 

そ
の
結
果
『
盛
衰
記
』
に
お
い
て
、
語
頭
を
示
す
有
標
の
機
能
が
「
か
」「
毛
②
」

に
存
す
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
前
稿
に
お
い
て
語
頭
を
示
す
有
標
の
字
体
と
し
た
「
ほ
」「
も
」

「
毛
③
」「
遠
」
に
つ
い
て
観
察
す
る
と
、
語
頭
を
示
す
有
標
の
機
能
を
有
し
て
い

る
と
は
言
い
難
い
と
解
釈
す
る
べ
き
だ
と
気
づ
い
た
。
特
に
、「
ほ
」「
も
」
は
語
頭

に
多
用
さ
れ
る
字
体
で
は
な
い
蓋
然
性
が
高
い
。 

ま
た
、「
毛
③
」「
遠
」
は
語
頭
に
使
用
さ
れ
る
字
体
で
は
あ
る
も
の
の
、
助
詞
に

多
用
さ
れ
る
点
で
基
本
字
体
と
傾
向
が
類
似
し
て
い
た
。
助
詞
で
使
用
さ
れ
る
傾
向

は
「
も
」「
越
」
に
も
見
ら
れ
た
。 

上
記
の
よ
う
に
、
助
詞
で
使
用
さ
れ
る
字
体
が
複
数
存
す
る
理
由
に
つ
い
て
、「
視

覚
的
変
化
に
関
す
る
仮
名
の
用
法
」
を
観
点
に
分
析
を
行
っ
た
。 

そ
の
結
果
、
行
頭
に
お
け
る
使
用
や
、
同
一
音
節
が
隣
接
し
た
際
に
同
一
字
体
の

使
用
を
避
け
た
、
と
考
え
ら
れ
る
用
例
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
総
て
を
説
明
で
き
る

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。 

 
今
後
は
、『
盛
衰
記
』
と
同
時
代
の
文
献
を
広
く
調
査
す
る
こ
と
で
、
機
能
的
な

字
体
の
使
い
分
け
が
ど
の
よ
う
な
資
料
に
看
取
さ
れ
る
か
、
と
い
う
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
加
え
、
そ
れ
に
該
当
し
な
い
字
体
が
何
故
選
択
さ
れ
た
の
か
、
と
い

う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。 



 
最
後
に
、
前
稿
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
方
か
ら
の
ご
批
判
を
免
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
今
後
は
実
態
を
あ
り
の
ま
ま
に
分
析
し
、
複
数
の
字
体
が
併
存
す
る

理
由
は
何
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
く
。 

 

［
注
］ 

 

（
１
） 

拙
稿
「
蓬
左
文
庫
蔵
『
源
平
盛
衰
記
』
の
仮
名
の
用
法
―
仮
名
の
用
法
か
ら
見
た
語

の
意
識
―
」（『
こ
と
ば
と
く
ら
し
』
第
二
五
号
、
二
〇
一
三
年
）。
ま
た
、
藤
原
定
家

書
写
資
料
に
関
す
る
指
摘
は
夙
に
小
松
英
雄
「
藤
原
定
家
の
文
字
づ
か
い
―
「
を
」「
お
」

の
中
和
を
中
心
と
し
て
―
」（『
言
語
生
活
』
第
二
七
二
号
、
一
九
七
四
年
）
や
植
喜
代

子
「
藤
原
定
家
の
変
体
仮
名
の
用
法
に
つ
い
て
」（『
国
文
学
攷
』
第
八
二
号
、
一
九
七

四
年
）
に
お
い
て
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

（
２
） 

テ
ク
ス
ト
は
『
源
平
盛
衰
記
』（
一
九
七
三
～
一
九
七
四
年
、
汲
古
書
院
）
を
使
用

し
た
。
本
稿
に
掲
げ
た
影
印
本
文
は
総
て
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
依
っ
た
。
各
字
体
の
選
定

理
由
に
つ
い
て
は
、
注
（
１
）
論
で
述
べ
た
通
り
字
母
の
種
類
と
字
体
の
種
類
と
を
勘

案
し
て
選
定
し
た
。 

（
３
） 

語
頭
に
特
定
の
字
体
を
使
用
す
る
こ
と
は
夙
に
、
安
田
章
「
仮
名
資
料
序
」（『
論
究

日
本
文
学
』
第
二
九
号
、
一
九
六
七
年
）
に
「
志
」
と
「
し
」
と
が
語
頭
と
非
語
頭
で

使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
他
、
字
体
の
使
い
分
け
に
関
す
る
分
析
は
、
伊
坂
淳
一
「
藤
原
俊
成
の
用
字
法
・

試
論
―
自
筆
本
『
廣
田
社
歌
合
』
に
お
け
る
機
能
的
用
字
法
―
（Ⅰ

）」（『
学
苑
』
第

五
七
七
号
、
一
九
八
八
年
）、
伊
坂
淳
一
「
藤
原
俊
成
の
用
字
法
・
試
論
自
筆
本
『
廣

田
社
歌
合
』
に
お
け
る
機
能
的
用
字
法
―
（Ⅱ

）」（『
学
苑
』
第
五
七
八
号
、
一
九
八

八
年
）、
伊
坂
淳
一
「
藤
原
俊
成
の
用
字
法
・
試
論
（
二
）
―
昭
和
切
本
『
古
今
和
歌

集
』
に
お
け
る
用
字
法
―
」（『
千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
第
三
八
巻
、
一
九
九

〇
年
）、
伊
坂
淳
一
「
藤
原
俊
成
の
用
字
法
・
試
論
（
三
）
―
顕
広
切
本
『
古
今
和
歌

集
』
に
お
け
る
用
字
法
―
」（『
千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
第
三
九
巻
、
一
九
九

一
年
）、
伊
坂
淳
一
「
藤
原
俊
成
の
用
字
法
・
試
論
（
四
）
―
日
野
切
本
『
千
載
和
歌

集
』
に
お
け
る
用
字
法
―
」（『
千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
第
四
〇
巻
、
一
九
九

二
年
）、
矢
田
勉
「
異
体
が
な
使
い
分
け
の
発
生
」（『
築
島
裕
博
士
古
稀
記
念
国
語
学

論
集
』
一
九
九
五
年
、
汲
古
書
院
）、
今
野
真
二
「
定
家
以
前
―
藤
末
鎌
初
の
仮
名
文

献
の
表
記
に
つ
い
て
―
」（『
国
語
学
』
第
五
二
巻
一
号
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。 

（
４
） 

基
本
字
体
と
補
助
字
体
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
お
い
て
小
松
英
雄
著

『
日
本
語
書
記
史
原
論
』
補
訂
版
・
新
装
版
（
二
〇
〇
六
年
、
笠
間
書
院
）
一
四
〇
・

一
四
一
頁
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
、
定
義
内
容
が
異
な
る
た
め
別

の
呼
称
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
か
と
思
う
が
、
前
稿
の
内
容
訂
正
に
あ
た
り
、
用
語
の

混
乱
を
避
け
る
た
め
本
稿
に
お
い
て
も
同
じ
用
語
を
使
用
し
た
。 

（
５
） 

夙
に
、
安
田
章
注
（
３
）
論
、
迫
野
虔
徳
「
定
家
の
「
仮
名
も
じ
遣
」」（『
語
文
研

究
』
第
三
七
号
、
一
九
七
四
年
）
に
指
摘
が
あ
り
、「
か
」
や
「
志
」
は
多
く
の
資
料

に
お
い
て
語
頭
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

（
６
） 

特
定
の
語
に
特
定
の
字
体
が
使
用
さ
れ
る
現
象
に
つ
い
て
は
矢
田
注
（
４
）
論
（
矢

田
勉
著
『
国
語
文
字
・
表
記
史
の
研
究
』
に
所
収
、
三
四
四
頁
）
に
お
い
て
「
今
日
」

に
「
介
」（
印
刷
の
都
合
上
、
字
母
で
表
記
す
る
。）
が
多
用
さ
れ
る
こ
と
が
、
早
く
は

青
谿
書
屋
本
『
土
左
日
記
』
に
見
え
、
さ
ら
に
、
そ
の
傾
向
が
江
戸
時
代
に
も
存
す
る

こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

（
７
） 

文
節
で
分
類
す
る
と
い
う
観
点
は
加
藤
良
徳
「
藤
原
定
家
の
異
体
仮
名
の
用
法
」

（『
國
語
と
國
文
學
』
第
七
六
巻
第
七
号
、
一
九
九
九
年
）
を
参
考
と
し
た
。 

（
８
） 

伊
坂
淳
一
注
（
４
）
論
（Ⅰ

）
に
お
い
て
は
、〈
ハ
〉
が
助
詞
に
多
用
さ
れ
て
お
り
、

〈
ハ
〉
の
次
に
文
中
で
の
意
味
単
位
の
境
界
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
解



釈
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
機
能
を
語
句
末
表
示
機
能
と
呼
ん
で
お
く
こ
と
に
す
る
。」

と
述
べ
て
い
る
。 

単
に
文
の
単
位
を
示
す
の
で
あ
れ
ば
、語
頭
を
示
す
字
体
を
各
音
節
で
使
用
す
れ
ば

充
足
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
盛
衰
記
』
に
お
け
る
「
毛
①
」「
毛
②
」
の

場
合
、
語
頭
・
非
語
頭
と
い
う
排
他
的
な
分
布
で
は
な
く
、
語
頭
・
語
中
と
語
末
・
助

詞
と
い
う
対
立
が
見
ら
れ
る
。『
盛
衰
記
』
に
お
け
る
「
毛
①
」
や
「
も
」
も
伊
坂
氏

の
論
攷
に
お
け
る
〈
ハ
〉
の
如
く
、
語
や
文
の
終
わ
り
を
示
す
機
能
が
存
す
る
も
の
と

考
え
る
。 

（
９
） 

た
だ
し
、「
毛
③
」
に
つ
い
て
は
、『
モ
』
の
中
で
語
頭
・
文
節
頭
の
使
用
率
が
高
い

こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
語
頭
や
文
節
頭
を
示
す
機
能
と
、
助
詞
な
ど
に
お
い

て
基
本
字
体
の
代
用
と
し
て
使
用
さ
れ
る
、
と
い
う
機
能
を
併
せ
持
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。 

（
10
） 

小
松
英
雄
注
（
３
）
書
、
一
四
一
・
一
四
二
頁
に
詳
述
さ
れ
る
。 

（
11
） 

今
野
真
二
「
も
う
一
つ
の
変
字
法
―
分
節
機
能
か
ら
み
て
―
」（『
國
學
院
雑
誌
』

第
九
七
巻 

第
八
号 

一
九
九
六
年
）
で
は
類
似
す
る
現
象
が
嘉
禄
二
年
本
『
古
今
和
歌

集
』
に
お
い
て
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
が
、
一
例
を
挙
げ
て
い
る
の
み
で
、

当
該
文
献
に
お
い
て
多
く
看
取
さ
れ
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

今
後
は
、こ
の
よ
う
な
用
法
が
ど
の
よ
う
な
資
料
に
看
取
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
も
調
査
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

（
12
） 

矢
田
勉
注
（
６
）
書
、
一
一
六
頁
に
詳
述
さ
れ
る
。 

 

［
付
記
］ 

本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
か
ら
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
。 

（
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
２
年
次
在
学
） 


